
　2006年に「公開輪読会」として始まった本講座は、
当センター研究員の学びを公開し、聴講者の方々と共有
する場として開設された。私たちが生きる現代との接点
を探りつつ、釈尊、親鸞、清沢満之も含み、広く仏教に
ついて課題としてきた。
　本年度は、先年に引き続き、オンラインでの開催と
なった。昨今のコロナウイルス感染症の状況ゆえであ
る。研究員のみならず、聴講者の方々も、オンラインで
の学びということに（どこか物足りなさを感じておられ
るかもしれないが）随分と慣れてきた感があった。
　今年もまた、先年と同様に講座全体の共通テーマを掲
げていない。しかし、各講座のタイトルを見ていただけ
ればわかるように、「読む」ということを意識した。ひ
とまず読むことを意味する「素読」は、数

あまた
多の情報が消

費されていく現代において、特に重要となっているので
はないか。
　『大乗涅槃経』、「正信念仏偈」、『精神界』——それぞ
れの時代に探究されてきた真実がある。遺

のこ
されてきた言

葉を、目で、耳で、あるいは口に出して、各々の身にお
いて読むということを心がけた。
　全国からの参集があり、各回おおよそ30人から50人
ほどの参加があった。各回の質疑応答の時間には、様々
な視角から活発な議論がおこなわれた。

公開講座2021報告

　昨年に引き続き、『大乗涅槃経』（以下、『涅槃経』）
を課題として取り扱った。『涅槃経』には主に六
巻本、四十巻本（北本）、三十六巻（南本）が現
存するが、本年度もまた、中国・朝鮮半島・日本
で広く流伝した南本をテキストとした。
　中期大乗経典に位置づけられる本経には、主要
概念として、「大般涅槃」「如来常住」「常楽我浄」「仏
性」「一闡提」といった概念が説示される。こう
した主要概念の吟味も射程に入れつつ、本講座で
は「仏性とは何か」というサブタイトルを掲げ、『涅
槃経』で説かれる仏性をめぐる思想的意義を究明
した。
　『涅槃経』では、様々な物語や譬
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から仏性の
意味内容を明かそうとしている。本講座では、「貧
女宝蔵の譬喩」「乳酪五味の譬喩」などを取り挙
げて、衆生における「悉有仏性」という課題に迫っ
た。その中でフロアの関心を集めたものが、そも
そも仏性とは衆生に内在するものなのか、あるい
は外在的なものとして捉えるべきかといった点で
あった。この点、経典全体（初分・中分・後分）
の文脈から考慮するべきであるために、性急に答
えは出せなかったが、東アジア仏教の思想家がど
のように歴史的に『涅槃経』を受容していたのか
を手掛かりに、「性」という観点に注目して考察
した。
　さらにまた、親鸞が『教行信証』「信巻」や和
讃などの中で取り挙げる「信心はすなわち仏性な
り」と説かれる「信心仏性」という概念について
も注目した。親鸞にとって仏性とは、単に衆生の
内在的な「本有仏性」ではなく、如来の願心より
発起する信心に拠

よ

るものであるため、はたして『涅
槃経』そのものの教説の意図に沿うものか判然と
しなかった部分がある。とはいえ、やはり親鸞に
とって仏性とは、あくまで信心において実現され
るものであり、如来より与えられる信心の上にお
いて顕現するものと推察される。この点、本講座
を通して『涅槃経』の教説を受容した親鸞の仏性
理解について改めて問い返すことができたと思
う。

『大乗涅槃経』を読む
— 仏性とは何か —
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